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はじめに 

本稿は、梅雨前線の影響で 2020 年 7 月 3日より断続的に降り続いた雨によって、九州地方を中心に河川氾

濫や土砂災害などの被害が多発した「令和 2 年 7 月豪雨」についてこれまで公表された情報を取りまとめた

ものである。尚、同月 8 日現在では岐阜県と長野県に大雨特別警報が発令されており、被害が拡大し続けて

いる。 

被害地域の住民は避難所等へ避難しているが、コロナ禍における避難所運営にはいくつか注意すべきポイ

ントがあり、それについても触れたい。 

1. 「令和 2 年 7月豪雨」の概要 

西日本から東日本に停滞する梅雨前線に向かって暖かい空気が流れ込み、前線の活動が活発となって、2020

年 7 月 3 日ごろから、九州地方を中心に断続的な豪雨が発生し始めた。九州地方では、7 月 3 日 0 時から同

月 4日午前 10 時までの総雨量が 600 ミリ程度に達した地域もある。1 

九州地方では、河川氾濫や土砂災害が発生し、床上浸水等の物的被害に加え、死者が出るなど人的被害も

多発し、甚大な被害を被っている。 

1.1. 人的・物的被害 

総務省消防庁集計2によると、7月 9日午前 6時 30 分現在、確認されている九州地方における人的被害・物

的被害は表 1、2の通り（抜粋）。人的被害は、死者・行方不明者・心肺停止者が 76 人である。また、物的被

害は、床上浸水と床下浸水の住家被害の小計が 4,592 戸に上り、全壊、半壊または一部破損となった住家被

害の小計が 24 件に上っている。特に、熊本県では死者・行方不明者・心肺停止者が 67 名、福岡県では床上

浸水が 1,369 戸と被害が集中している。 

総務省消防庁集計3によると、平成 30 年 7月豪雨及び台風 12 号による熊本県内の被害状況が、人的被害に

ついては重傷者 1人、物的被害のうち住家の床上浸水と床下浸水の被害の小計が 95 戸、全壊、半壊または一

                              
1 国土交通省 災害情報 令和 2年 7月 4日 13:30 現在 7 月 3日からの大雨に係る被害状況等について（第 1報） 
2 総務省消防庁集計 令和 2年 7月豪雨による被害および消防機関等の対応状況 令和 2年 7月 9日（木）6時 30 分 
3 総務省消防庁集計 平成 30 年 7月豪雨及び台風第 12 号による被害及び消防機関等の対応状況（第 60 報）  
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部破損の被害の小計が 11 件、物的被害のうち非住家被害が 29 件であり、当該「令和 2 年 7 月豪雨」におけ

る 9日時点の被害は、既にこれを上回っている。 

ライフラインにも被害が発生している。7 月 8 日現在、豪雨の影響で熊本県と大分県において約 7,750 戸

が停電している。また、7 月 7 日現在、道路崩落や土砂崩れにより導水管が破損するなどして、熊本県、鹿

児島県、大分県に断水が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2. 熊本県内における降雨の状況 

7 月 7 日現在では熊本県に多数の被害が確認されている。熊本

県における降雨の状況について、次の通り把握した。 

気象庁より、7 月 4 日午前 4 時 52 分に熊本県に大雨特別警報

が発表された。その後、4日正午過ぎ 12 時 04 分、熊本県の大雨

特別警報は警報に切り替えられた。 

降水量4について、熊本県の各地点における 7 月 3 日から同月

6 日までの最大の日降水量と観測日及び各地点における観測史

上順位を表 3 に示す。尚、表 3 は、観測地がおおよそ北から南

の順になるよう掲載した。また、オレンジ色は、7月 3 日から同

月 6 日までの最大の日降水量が観測史上 1 位となった地域、青

色は観測史上 10 位以上 2位以下となった地域を示す。 

表 3 より、三角より南部の日降雨量は、4 日間のうち 7 月 4

日で最大値を観測している。特に五木より南部では、歴代 1 位

～3位となる日降水量を観測しており、最も日降雨量の多かった

湯前横谷では 386.5mm を観測している。一方、鹿北から甲佐ま

での熊本県北部では、日降水量は 4 日間のうち 7 月 6 日で最大

値を観測している。 

 

                              
4 気象庁 HP、過去の気象データ検索より弊社集計 

表 1 人的被害 2 表 2 物的被害 2 

表 3 本県の各地点における 7月 3日から同月
6日までの最大の日降水量など 4 

重症 軽傷
程度
不明

福岡県 2 2
佐賀県 2 2
熊本県 53 2 12 1 68
大分県 6 1 2 9

鹿児島県 1 3 4
合計 55 2 19 2 7 85

県名

安否
不明

負傷者

合計
死者

心肺
停止

行方
不明

県名
全壊 半壊

一部
破損

床上
浸水

床下
浸水

合計

福岡県 1 1,369 2,626 3,996
佐賀県 1 4 34 39
長崎県 2 4 4 10
熊本県 132 132
大分県 4 3 4 46 61 118
宮崎県 2 1 3

鹿児島県 4 2 3 79 230 318
合計 9 5 10 1,636 2,956 4,616



損保ジャパン RM レポート ｜ Issue 206 ｜ 2020 年 7 月 10 日 

Copyright © 2020 Sompo Risk Management Inc. All rights reserved. ｜ 3 

2. 球磨川水系球磨川における被害 

2.1. 球磨川水系球磨川における氾濫 

特に被害が甚大であったのは、熊本県南部に位置する球磨川流域で、7 月 5 日正午現在、10 箇所に決壊や

氾濫が確認された。この決壊により、周辺地域の市街地にも大量の水が流れ込み、多くの家屋が浸水すると

ともに、道路の浸水により一部地域が孤立状態となった。また、総務省消防庁集計5によると、熊本県内の住

家被害の床上浸水 132 件は全て、球磨川下流に位置する熊本県八代市で発生した。 

 

2.2. 球磨川流域の地形と市街地 

球磨川の流域について、下流部には、熊本県第二の都

市である八代市が、上流部には球磨地方の主要都市であ

る人吉市が位置している。 

球磨川の源は熊本県球磨郡に位置する川辺川、山田川、

万江川等で、球磨川や川辺川の源流部は、急峻な谷が形

成されている。上流部は盆地で、支川が人吉盆地に流入

し、山地部に降った雨がすり鉢状の盆地に集まる地形と

なっている。人吉盆地は平坦な地形で、球磨川沿いには

市街地が形成されている（図16、図27）。 

球磨川の氾濫は、球磨川が位置する熊本県南部におい

て、歴代 1 位～3 位の日降雨量が発生したことに加え、

前述の通り、山地部に雨がすり鉢状の盆地に集まる地形

となっていることが要因となり、大量の雨水が球磨川へ

流れ込み、水位が上昇し発生したと考えられる。 

また、人吉盆地における多数の床上浸水については、

地形が平坦で比較的標高の低い地域であることが要因

で、氾濫した川から雨水が大量に流れ込み、浸水が広範

囲に及んだと考えられる。 

 

                              
5 総務省消防庁集計 令和 2年 7月豪雨による被害および消防機関等の対応状況 令和 2年 7月 9日（木）6時 30 分 
6 出典：国土交通省国土地理院 https://www1.gsi.go.jp/geowww/saigai/202007/dlm/kumagawa_A0_dlm.pdf 
7 出典：国土交通省国土地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ 

JR 人吉駅 

JR 人吉駅 

図 1 デジタル標高地形図【球磨川】6 

図 2 写真【球磨川周辺】7 
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2.3. 球磨川流域における過去の被災状況 

 国土交通省8によれば、記録

に残っているだけでも球磨

川は過去400年の間に100回

以上も沿川に被害を発生し

ている。また、国土交通省9に

よると、球磨川流域における

昭和以降の主な水害は表 4

の通り（抜粋）。昭和以降も、

台風や前線が原因で床上浸

水が 1,000 戸以上となる水

害が、6回発生している。 

 

 

 

 

2.4. 球磨川流域の浸水想定図と浸水推定図の比較 

7 月 5 日正午現在、九州地方整備局管内の球磨川水系球磨川の

観測所において、氾濫危険水位を超過し、熊本県球磨郡球磨村で

氾濫が発生した。決壊が 1 カ所、堤防越水が 1 箇所、溢水が 8

箇所確認された。 

国土地理院10によると、7月 4 日 15 時までに収集した情報を用

いて推定した浸水範囲は図 3 の通り。球磨川沿いの比較的標高の

低い地域で浸水が発生しており、最も深いところで 8メートルか

ら 9メートルほどに達していると推定される。球磨地方の主要都

市である人吉市では、鉄道駅周辺も浸水し、浸水深が 1 メート

ルから 2 メートル程度に達したと推定される。 

一方、球磨川流域における洪水浸水想定区域図11を図 4に示し

た。図 3、図 4 より当水害の浸水推定地域は、予想されていた浸

水地域と重なっていることが分かる。 

 

 

                              
8 国土交通省河川局 平成 18 年 7月 19 日 球磨川水系の流域及び河川の概要（案） 参考資料 5 
9 国土交通省データ

https://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kasen/jiten/nihon_kawa/0911_kumagawa/0911_kumagawa_01.html 
10 出典：国土交通省国土地理院 https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/R2_kyusyu_heavyrain_jul.html 
11 出典：国土交通省国土地理院 重ねるハザードマップ https://disaportal.gsi.go.jp/maps/index.html 

発生日 発生原因 被害状況 

1927 年(昭和 2 年) － 家屋損壊・流出 32 戸、浸水家屋 500 戸 

1944 年(昭和 19 年) － 家屋損壊・流出 507 戸、床上浸水 1,422 戸 

1954 年(昭和 29 年) 台風 家屋損壊・流出 106 戸、床上浸水 562 戸 

1963 年(昭和 38 年) 前線 家屋損壊・流出 281 戸、床上浸水 1,185 戸、床下浸水 3,430

1964 年(昭和 39 年) 台風 家屋損壊・流出 44 戸、床上浸水 753 戸、床下浸水 893 戸 

1965 年(昭和 40 年) 梅雨 家屋損壊・流出 1,281 戸、床上浸水 2,751 戸、床下浸水 10,074

1971 年(昭和 46 年) 台風 家屋損壊・流出 209 戸、床上浸水 1,332 戸、床下浸水 1,315

1972 年(昭和 47 年) 梅雨 家屋損壊・流出 64 戸、床上浸水 2,447 戸、床下浸水 12,164

1982 年(昭和 57 年) 梅雨 家屋損壊・流出 47 戸、床上浸水 1,113 戸、床下浸水 4,044

1999 年(平成 11 年) 台風 床上浸水 3 戸、床下浸水 20 戸 

2004 年(平成 16 年) 台風 床上浸水 13 戸、床下浸水 36 戸 

2005 年(平成 17 年) 台風 床上浸水 46 戸、床下浸水 73 戸 

2006 年(平成 18 年) 梅雨 床上浸水 41 戸、床下浸水 39 戸 

2008 年(平成 20 年) 梅雨 床上浸水 18 戸、床下浸水 15 戸 

2011 年(平成 23 年) 梅雨 床上浸水 4 戸、床下浸水 4 戸 

表 4 球磨川流域における昭和以降の主な水害 9 

 

図 3 令和 2年 7月 3日からの大雨による 
浸水推定図【球磨川水系 球磨川 5】10 

図 4 洪水浸水想定区域図【球磨川周辺】11 
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2.5. 土砂災害発生状況について 

国土交通省情報127 月 5 日 13 時現在によれば、熊本県の土砂災害発生状況

は表 5 の通り。熊本県芦北町で 13 件もの土砂災害が発生している。また水

俣市でも 17 件の土砂災害が発生している。 

 

 

 

 

2.6. 多くの死者が出た「千寿園」 

甚大な人的被害が発生した球磨村の特別養護老人ホ

ーム「千寿園」は、球磨川の支流である小川沿いに位

置する（図 513）。小川は、山に挟まれた谷底平野を通

る河川で、それほど多い流量を流せる河川ではない。

本流の球磨川の水位に押されて支流が流れ込むことが

できず、水位が急激に上昇する「バックウオーター現

象」が起きた可能性があると考えられる。 

3. 九州地方北部における河川氾濫の状況 

7月3日より豪雨が断続的に発生し、7月7日正午現在、九州北部に位置する筑後川の溢水が確認されている。

九州南部のみならず、九州北部でも河川の溢水が発生した。 

 国土地理院14によると、7月8日正午までに収集した情報を用いて推定した筑後川の浸水範囲は、図6の通り。 

熊本県人吉市や球磨村と同様に、比較的標高の低い地域で浸水が発生しており、1 メートル前後の浸水深

となったと推定される。筑後川流域における洪水浸水想定区域図15を図 7に示した。図 6、図 7 より当水害の

浸水推定地域も熊本県人吉市や球磨村と同様に、予想されていた浸水地域と重なっていることが分かる。 

 

 

 

 

 

                              
12 非常災害対策本部 令和 2年 7月 6日 14 時 00 分現在 令和 2年 7月 3日からの大雨に係る被害状況等について 
13 出典：国土交通省国土地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ 
14 出典：国土交通省国土地理院 https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/R2_kyusyu_heavyrain_jul.html 
15 出典：国土交通省国土地理院 重ねるハザードマップ https://disaportal.gsi.go.jp/maps/index.html 

市町村名 件数 

芦北町 13 

津奈木町 1 

球磨村 3 

水俣市 17 

八代市 4 

天草市 4 

合計 42 

表 5 土砂災害発生状況 12 

小川 
球磨川 

図 5 球磨川と小川の位置 13 

図 6 令和 2年 7月 3日からの大雨による 
浸水推定図【筑後川水系 筑後川】14 

図 7 洪水浸水想定区域【筑後川周辺】15 
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4. 新型コロナウイルス感染症の影響下における避難生活 

新型コロナウイルス感染症の影響下（感染拡大が懸念される状況下）において災害が発生し、避難が必要

になった場合でも、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、感染拡大のリスクが高い「３つの密」（密

閉空間、密集場所、密接場面）を回避し、人と人との接触を可能な限り控えることが重要である。 

災害発生時には、避難所での避難生活に関わらず、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、個人が

できる取組として、主に以下のような対策が挙げられている16。 

 

表 6 新型コロナウイルス感染症拡大を防止するために個人が取り組む対策 

主な対策 
３密（密閉・密集・密接）を避ける 常にマスクを着用し、咳エチケットを守る 
汚れた手で、無意識に目・鼻・口を触らない 食器や洗面用具、タオルを他の人と共用しない 
こまめに手洗い・アルコール消毒をする 身の回りの整理整頓、掃除に努めて、清潔を保つ 

 

また、国では、感染拡大が懸念される状況下において避難所が開設された場合を考慮し、避難所における

新型コロナウイルス感染症への自治体が取り組む対応として、主に以下のような対策及び留意事項等が整理

されている17。 

表 7 避難所における新型コロナウイルス感染症拡大を防止するために自治体が取り組む対策 

主な対策 概要 
避難所における過密状態の防止等 
・可能な限り多くの避難所の開設 
・親戚や知人の家等への避難 

など 

あらかじめ指定されている避難所以外の避難先（ホテル・旅館等）の活
用なども検討する。 
避難所の過密状態防止のため、親戚や知人の家等への避難を検討するよ
う平常時から周知を行う。 

避難所内の対策 
・避難者の健康状態の確認 
・十分な換気の実施、スペースの確保等 

など 

避難所への到着時に避難者の健康状態の確認が実施できるよう事前に
確認内容や実施体制等を検討する。 
避難所全体のレイアウト・動線・健康な者の滞在スペースのレイアウト、
濃厚接触者のための専用スペースの確保などを検討する（図 8）。 

必要な物資の備蓄 マスク、消毒液、パーテーション、段ボールベッドなどの必要な物資や
資材の備蓄を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              
16 新型コロナウイルス避難生活お役立ちサポートブック（認定 NPO 法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク

（JVOAD）避難生活改善に関する専門委員会、令和 2年 6月 17 日発行（第 2版）） 
17 新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害対応のポイント【第１版】について（内閣府、令和 2年 6月 16 日付け） 

図 8 健康な人の避難所滞在スペースのレイアウト（例） 
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5. おわりに 

近年、世界中で気象災害が頻発している。令和元年（2019 年）も、各地で豪雨災害が発生し、大きな被害

をもたらした。我が国でも、平成 29 年 7 月九州北部豪雨、平成 30 年 7 月豪雨をはじめ、近年の豪雨災害に

より大きな被害がもたらされており、令和元年も９月の「令和元年房総半島台風」（台風第 15 号）、10 月の

「令和元年東日本台風」（台風第 19 号）」による災害をはじめとする豪雨災害により、甚大な被害が発生した。 

今後も起こりうる豪雨災害に対しては、新型コロナウイルス感染症の影響下（感染拡大が懸念される状況

下）での対策を整えておくことが求められる。避難所では、新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため

に自治体が過密状態の防止やマスク・消毒液等の必要な物資の備蓄等の対策を進めているが、避難する際に

は住んでいる自治体のホームページ等で、自治体が取り組んでいる対策を確認し、自らの身を守るために何

が必要か確認しておくことが望ましい。本稿が、企業や従業員にとって、実効性の高い災害対策に繋がるよ

うな一助となれば幸いである。 

 執筆者紹介  

宮 裕菜 Hirona Miya 

リスクマネジメント事業本部 リスクソリューション開発部 自然災害グループ 主任コンサルタント 

専門は建築、自然災害リスク評価 

 

広兼 達也 Tatsuya Hirokane 

リスクマネジメント事業本部 ＢＣＭコンサルティング部 社会公共グループ コンサルタント 
専門は行政機関等への防災・危機管理 

 

 ＳＯＭＰＯリスクマネジメントについて  

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社は、損害保険ジャパン株式会社を中核とするＳＯＭＰＯホールディングス

のグループ会社です。「リスクマネジメント事業」「サイバーセキュリティ事業」を展開し、全社的リスクマネジメント（ERM）、

事業継続（BCM・BCP）、サイバー攻撃対策などのソリューション・サービスを提供しています。 

 本レポートに関するお問い合わせ先  

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 

総合企画部 広報担当 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 

TEL：03-3349-3500（2020 年 9 月 1日変更） 


